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● ひ た ち な か 警 察 署 ＝ ひ た ち な か 市 東 石

川 の 市 道 ほ か ３ カ 所

● 那 珂 警 察 署 ＝ 那 珂 市 後 台 の 国 道 ３ ４ ９

号 ほ か ２ カ 所

● 大 子 警 察 署 ＝ 大 子 町 下 野 宮 の 国 道 １ １

８ 号 ほ か ２ カ 所

● 行 方 警 察 署 ＝ 潮 来 市 洲 崎 の 国 道 5 1 号 ほ

か ２ カ 所

● 竜 ケ 崎 警 察 署 ＝ 龍 ケ 崎 市 藤 ケ 丘 の 県 道

ほ か ２ カ 所

● 土 浦 警 察 署 ＝ 土 浦 市 虫 掛 の 県 道 ほ か ３

カ 所

● 神 栖 警 察 署 ＝ 神 栖 市 矢 田 部 の 県 道 ほ か

２ カ 所

● 筑 西 警 察 署 ＝ 筑 西 市 折 本 の 国 道 ２ ９ ４

号 ほ か ２ カ 所

● 境 警 察 署 ＝ 境 町 伏 木 の 町 道 ほ か ２ カ 所

交  通 安 全 指 導 ・ 取  締 り 情  報

　
飛 田 氏 は １ ９ ４ ７ 年 （ 昭

和

2 2年 ） 生 ま れ の

7 4歳 。 水

戸 市 在 住 。 京 都 や 地 元 水戸 の 造 園 会 社 で 修 業 し た後 、

8 4年 ４ 月 に ㈱ 植 幸 を 設

立 し 、 造 園 の 知 識 ・ 技 能 を 　
國 井 氏 は １ ９ ６ ５ 年 ７ 月2 3日 生 ま れ 。

5 6歳 。 大 洗 町

在 住 。 ２ ０ ０ ３ 年 明 治 大 学大 学 院 政 治 経 済 学 科 研 究 科修 了 。 １ ９ ９ １ 年 に 県 行 政書 士 会 に 入 会 す る と 、

9 9年

研 さ ん し な が ら 数 多 く の 魅力 あ る 庭 園 を 築 造 し て い る（ ２ ０ １ ６ 年 に 会 長 就 任 ）  。　
１ ９ ９ ４ 年 ６ 月 か ら

2 2年

間 、 県 造 園 技 能 士 会 の 役 員と し て 尽 力 。 ま た 、

9 6年 ６

月 か ら

2 4年 間 、 県 造 園 技 能

検 定 の 検 定 委 員 な ど で 活躍 。 技 能 五 輪 全 国 大 会 出 場 ５ 月 か ら 理 事 を 務 め 、 ２ ００ ９ 年 に 会 長 に 就 任 。 行 政書 士 の 知 名 度 の 向 上 や 発 信力 の 強 化 な ど に 取 り 組 んだ 。

2 1年 ６ 月 か ら 名 誉 会

長 。

0 9年 ６ 月 ～

2 1年 ６ 月 ま

で 日 本 行 政 書 士 会 連 合 会 理事 も 務 め る 。　
そ の 一 方 、 １ ９ ９ １ 年 に

者 の 指 導 に 当 た る な ど 、 若手 技 能 者 の 技 術 指 導 と 育 成も 積 極 的 に 務 め て い る 。

受 章 に あ た り
　
飛 田 氏 は 「 私 の

4 0歳 代 が

充 実 し た 庭 造 り の 造 園 技 能を 発 揮 で き た 頃 で し た 。 その 後 業 界 の 中 、 造 園 技 能 士 は 大 洗 町 議 会 議 員 に 初 当選 。 副 議 長 や 議 会 運 営 委 員会 委 員 長 な ど を 歴 任 し 、 ５期

2 0年 に わ た り 町 政 の 発 展

に 尽 力 。

2 0年 の 町 長 選 で 無

投 票 初 当 選 。

受 章 に あ た り
　
國 井 氏 は 「 喜 び と と も に

会 で は 事 業 活 動 に よ り 造 園知 識 の 指 導 を 受 け 、 そ し て造 園 技 能 検 定 協 議 会 で は 技能 士 の 指 導 育 成 を 行 う など 、 諸 先 輩 皆 さ ま 方 の ご 教授 ご 協 力 を 頂 き 受 賞 に つ なが っ た と 思 い ま す 。 関 係 者の 方 々 に 心 よ り 感 謝 申 し 上げ ま す 。 今 後 も 引 き 続 き 健康 で い る 限 り 造 園 技 能 向 上の た め 一 層 努 力 い た し ます 」 と 述 べ た 。 責 任 の 重 さ を 痛 切 に 感 じ てい ま す 。 受 章 は 関 係 者 の 皆さ ま に 支 え て い た だ い た 賜物 で あ り 、 行 政 書 士 の 代 表と し て い た だ い た も の だ と認 識 し て い ま す 。 今 回 の 受章 を 叱 咤 激 励 と 受 け 止 め 、今 後 も 社 会 の た め に 責 任 を果 た し 、 少 な か ら ず 貢 献 でき る よ う し っ か り と 精 進 して ま い り ま す 」 と 決 意 を 新た に し て い る 。

　
水 戸 市 は

2 7日 か ら 、 千 波

公 園 （ 黄 門 像 広 場 周 辺 地区 ） の Ｐ ａ ｒ ｋ

－ Ｐ Ｆ Ｉ 事

業 の 公 募 を 開 始 し た 。 公 募設 置 等 計 画 の 受 付 は ９ 月

1 2

日 か ら

2 2日 ま で 。

1 1月 に 選

　
県 は ５ 月 １ 日 か ら 道 路 用

コ ン ク リ ー ト 二 次 製 品 な どの 資 材 単 価 を 改 定 す る 。 側溝 ・ 排 水 溝 の 消 音 ゴ ム 、 深溝 Ｕ 字 溝 （ 県 規 格 ） は 一 律
1 0％ 上 昇 。 生 コ ン ク リ ー ト

は 水 戸 、 大 宮 、 大 子 、 太田 、 鉾 田 、 高 萩 地 区 で ㎥ 当た り ２ ０ ０ ０ 円 上 昇 。　
県 北 部 生 コ ン ク リ ー ト 協

同 組 合 や 県 コ ン ク リ ー ト 製品 協 同 組 合 は 春 か ら の 値 上げ を 打 ち 出 し て お り 、 県 は４ 月 、 臨 時 的 に 実 態 調 査 を実 施 し た 。 そ の 結 果 、 実 勢

定 結 果 を 通 知 し 、

1 2月 に 基

本 協 定 の 締 結 を 予 定 。　
公 募 対 象 区 域 は 約 １ 万 ７

０ ０ ０ ㎡ で 、 区 域 内 に 設 置可 能 な 建 築 面 積 の 合 計 の 上限 は ５ ０ ０ ０ ㎡ 。 事 業 内 容の 取 引 価 格 を 資 材 単 価 に 反映 さ せ る た め 、 今 回 の 改 定を 行 う こ と に し た 。　
改 定 と な る の は 共 通 資 材

の 生 コ ン ク リ ー ト 、 道 路用 コ ン ク リ ー ト 二 次 製 品 の側 溝 ・ 排 水 溝 、 グ レ ー チ ング ・ 集 水 桝 ふ た 、 コ ン クリ ー ト ブ ロ ッ ク 類 。　
港 湾 関 係 の 水 中 コ ン ク

リ ー ト は 、 水 戸 Ｃ （ 大 洗町 ）  、 大 宮 Ｂ （ ひ た ち な か市 、 東 海 村 ）  、 高 萩 、 鉾 田地 区 で ㎥ 当 た り ２ ０ ０ ０ 円の 上 昇 と な る 。 　
現 在 の 市 民 体 育 館 は 、 建

設 か ら 既 に

4 0年 以 上 が 経

過 。 老 朽 化 が 進 む と と もに 、 バ リ ア フ リ ー の 未 対 応な ど 多 く の 課 題 が あ り 、 市の ス ポ ー ツ 施 設 整 備 計 画 にお い て 最 優 先 で 更 新 （ 建 て替 え ） を 図 る 必 要 が あ る と方 向 性 が 示 さ れ た 。　
施 設 は １ ９ ７ ７ 年 に 完

成 。 Ｓ 造 ２ 階 建 て 、 延 べ 床面 積 ２ ４ ０ ５ ㎡ 。 ア リ ー ナ（ １ ０ ８ ６ ㎡ ） や 柔 剣 道 室 、卓 球 室 、 会 議 室 な ど を 設 けて い る 。 解 体 に 係 る 設 計 は新 総 合 体 育 館 の 基 本 設 計 に含 ま れ て お り 、 ９ 月 末 の 策

　
鹿 嶋 市 の 田 口 伸 一 市 長

が

2 7日 、 初 登 庁 を 果 た し

は 、 公 募 対 象 公 園 施 設 ・ 特定 公 園 施 設 の 整 備 お よ び 管 定 を 予 定 。　
新 体 育 館 に つ い て は 、 現

市 民 体 育 館 や 駐 車 場 、 運動 広 場 、 芝 広 場 な ど が あ る北 側 エ リ ア に 配 置 す る 。 構造 ・ 規 模 は Ｒ Ｃ 造 一 部 Ｓ 造２ 階 建 て 、 延 べ 床 面 積 ６ ８０ ０ ㎡ を 想 定 。　
概 算 事 業 費 は 本 体 工 事

費 、 外 構 工 事 費 （ 敷 地 造成 、 駐 車 場 整 備 ）  、 解 体 工事 費 （ 既 存 体 育 館 ）  、 備 品購 入 費 な ど を 含 め て 約

4 6億

円 と 算 出 し た 。 そ の う ち 本体 工 事 費 は 約

3 7億 円 。

　
昨 年 度 は 安 井 建 築 設 計 事

務 所 （ 東 京 都 千 代 田 区 ）  ・

た 。 多 く の 職 員 や 支 援 者 に拍 手 で 出 迎 え ら れ る 中 、 花

束 を 受 け 取 った 。 そ の 後 の記 者 会 見 では 、 歴 史 館 整備 事 業 に つ いて 廃 止 を 明 言し た 。　
田 口 市 長 は

「 私 の 政 治 信条 で あ る 『 ひと つ 一 つ コ ツコ ツ と 誠 実に 』 を モ ット ー に 明 る く心 豊 か に 暮 らせ る 鹿 嶋 づ くり に 尽 力 し

理 運 営 。 整 備 に は 計 画 、 設計 お よ び 工 事 ま で 含 む 。 市が 負 担 す る 特 定 公 園 施 設 の整 備 費 用 の 上 限 は １ 億 円 。　
施 設 の 高 さ は

1 0ｍ ま で 。

公 募 対 象 公 園 施 設 の 建 設 に当 た っ て は 、 で き る だ け 地元 企 業 の 参 画 機 会 に 配 慮 す 柴 建 築 設 計 事 務 所 （ 水 戸市 ） の 設 計 共 同 企 業 体 と 基本 設 計 業 務 委 託 契 約 を 締結 。 本 年 度 は 実 施 設 計 に 着手 し 、 ２ ０ ２ ４ ・

2 5年 度 に

本 体 工 事 、

2 6年 度 に は 外 構

工 事 を 行 い 、

2 7年 度 の 供 用

開 始 を 目 指 す 。　
実 施 設 計 に 関 し て 、 事 業

者 と の 契 約 は 早 く て も 第 ３四 半 期 以 降 と な る 見 通 し 。形 式 な ど は 今 後 検 討 し て いく 。

て ま い り た い 」 と 決 意 を 表明 し た 。 そ の 後 は 引 継 書 の署 名 や 職 員 へ の 訓 示 を 行 った 。　
会 見 で は 歴 史 館 整 備 事 業

の 廃 止 に つ い て 言 及 。 同 事業 は 当 初 予 算 で １ 億 ７ ６ ５万 ５ ０ ０ ０ 円 を 計 上 し て いた が 、 ６ 月 の 補 正 予 算 で 関連 事 業 費 の 減 額 を 行 う 考 えで あ る と 説 明 し た 。　
ま た 、 鹿 島 ア ン ト ラ ー ズ

の 新 ス タ ジ ア ム 建 設 に つ いて は 「 鹿 嶋 市 で 話 を 進 め てい き た い と 考 え て い る が 、行 政 と し て ス タ ジ ア ム を 建て る と す れ ば 許 認 可 の 問題 が あ り 、 建 て 方 に よ っ ては 財 政 を 傷 つ け る 可 能 性 があ る 。 思 い や 感 情 だ け で なく 、 し っ か り お 金 の 勘 定 も入 れ た 上 で 総 合 的 に 判 断 した い 」 と 述 べ た 。

　
常 陸 太 田 市 は 、 新 総 合 体 育 館 の 整 備 に 向 け て 、

既 存 施 設 で あ る 山 吹 運 動 公 園 市 民 体 育 館 （ 新 宿 町１ ） の 解 体 に 着 手 す る 。 本 年 度 の 当 初 予 算 に は 工事 費 と し て １ 億 １ ９ ７ ９ 万 円 を 配 分 。 順 調 に 進 めば 、 第 ３ 四 半 期 に も 一 般 競 争 入 札 を 公 告 す る 。

る 。　
今 後 は 、 公 募 説 明 会 を ５

月

2 4日 に 開 催 （ 申 込 期 限 は
1 7日

1 7時 ま で ）  。 応 募 登 録

は ９ 月 ９ 日 ま で 。 第 一 次 審査 は ９ 月 下 旬 ～

1 0月 に 、 第

二 次 審 査 （ プ レ ゼ ン ） は

1 0

月

3 1日 に 行 う 。

　
２ ０ ２ ２ 年 春 の 褒 章 受 章 者 が

2 9日 付 で 発 令 さ

れ 、 本 県 関 係 で は 、 大 洗 町 長 で 行 政 書 士 の 國 井 豊氏 、 ㈱ 植 幸 会 長 の 飛 田 幸 男 氏 ら が 黄 綬 褒 章 を 受 章す る 。 黄 綬 褒 章 は 商 業 、 工 業 、 農 業 等 の 業 務 に精 励 し 、 人 々 の 模 範 と な る 技 術 や 実 績 を 持 つ 者 に授 与 さ れ る 褒 章 。 國 井 氏 は 行 政 書 士 業 の 業 務 精 励で 、 飛 田 氏 は 造 園 工 ・ 卓 越 技 能 の 業 務 精 励 で の 受章 と な っ た 。 今 回 の 県 内 在 住 の 受 章 者 は

1 7人 （ 緑

綬 １ 人 、 黄 綬 ４ 人 、 藍 綬

1 2人 ）  。

令 和 ４ 年
春 の 褒 章春 の 褒 章

プ ロ フ ィ ー ル プ ロ フ ィ ー ル今 後 も 社 会 へ の 責 任 果 た す造 園 技 能 の 向 上 へ 一 層 努 力
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た
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ゆき

男
お

氏

黄 綬 褒 章黄 綬 褒 章

業 務 精 励 （ 行 政 書 士 業 ）  ／ 大 洗 町 長 ・ 行 政 書 士業 務 精 励 （ 造 園 工 ・ 卓 越 技 能 ）  ／ 株 式 会 社 植 幸 会 長

関 連 業 界 か ら ２ 人栄 え あ る 受 章 に業 界 発 展 へ 尽 力

山 吹 運 動 公 園 へ 新 総 合 体 育 館

4 6 億 円 投 じ 2 4 年 度 に 本 体 着 工

常 陸 太 田 市 ／ 本 年 度 は 現 施 設 の 解 体

５ 月 か ら 資 材 単 価 改 定
生 コ ン な ど が 上 昇

茨 城 県

千 波 公 園 拠 点 の 整 備 事 業
Ｐ

－

Ｐ Ｆ Ｉ の 公 募 開 始

水 戸 市

歴 史 館 整 備 事 業 は 廃 止
田 口 新 市 長 が 初 登 庁

鹿 嶋 市

▲ 支 援 者 と と も に 市 長 室 で 記 念 撮 影


